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木
村
三
四
吾
氏
の
紹
介
さ
れ
た
西
鶴
「
独
吟
一
日
千
句
』
は
、

延
宝
三
年
四
月
三
日
に
歿
し
た
二
十
五
歳
の
妻
を
追
善
す
る
点
で
、

注
ー

西
鶴
伝
記
研
究
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
で
あ
る
。

ま
た
、
寛
文
十
三
年
六
月
刊
『
生
玉
万
句
』
、
同
年
（
改
元
し

て
延
宝
元
年
）
九
月
刊
『
弼
仙
駄
諧
鱈
』
初
撰
本
、
十
月
刊
同
再

撰
本
と
、
創
業
期
の
大
坂
出
版
メ
デ
ィ
ア
を
積
極
的
に
利
用
し
た

西
鶴
の
一
連
の
俳
諧
活
動
に
占
め
る
本
書
の
位
置
も
小
さ
く
は
な

、
。
'
>
 
ち
な
み
に
、
江
本
裕
氏
の
研
究
調
壺
に
よ
れ
ば
、
本
書
末
尾
に

付
さ
れ
る
追
善
発
句
の
作
者
百
五
名
の
う
ち
、
『
生
玉
万
句
』
に

一
、
「
千
句
」
か
「
十
百
韻
」
か

西
鶴
『
独
吟
一
日
千
句
』

ー
—
追
善
十
百
韻
の
試
み
|
|

特
集
◇
記
念
す
る
文
学

載
る
者
三
十
六
名
（
出
句
者
二
0
四
名
）
、
『
歌
仙
賢
贔
』
に
入

注
2

る
者
十
五
名
で
あ
る
か
ら
、
追
善
に
あ
た
っ
て
、
新
た
に
発
句
を

寄
せ
た
俳
諧
師
が
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
西
鶴
の
俳
壇
に
お

け
る
自
ら
の
影
響
力
を
強
め
よ
う
と
い
う
意
図
も
、
か
い
ま
見
え

る
の
で
あ
る
。

一
方
、
一
日
に
千
句
独
吟
す
る
と
い
う
速
吟
傾
向
は
、
矢
数
俳

諧
に
到
る
西
鶴
俳
諧
の
特
性
を
示
す
嘴
矢
と
な
っ
た
。

三
日
四
百
韻
つ
、

習
礼
一
日
其
日
弐
百
仕
候

注

3

（
俳
諧
之
口
伝
）

延
宝
五
年
四
月
、
中
村
西
国
に
授
け
た
俳
諧
伝
書
で
、
西
鶴
自
ら

が
述
べ
る
よ
う
に
、
た
し
か
に
「
千
句
」
は
三
日
か
け
て
興
行
す

千
句

中

嶋

隆
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る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
「
千
句
」
様
式
を
改
変
し
て
し
ま
っ
た

本
書
の
「
い
わ
ば
破
天
荒
と
も
い
う
べ
き
試
み
」
に
つ
い
て
、
通

説
を
整
理
さ
れ
た
中
野
沙
恵
氏
の
指
摘
を
要
約
し
、
箇
条
書
き
に

注

4

す
る
。
(
l
)
普
通
三
日
か
け
る
「
千
旬
」
興
行
を
一
日
で
や
っ
て
の
け

こ。t
 

(
2
)
四
季
に
わ
た
る
べ
き
「
千
句
」
の
各
百
韻
の
発
句
が
す
べ

て
「
時
鳥
」
即
ち
夏
の
季
で
あ
る
。

(
3
)
「
千
句
」
の
後
に
、
す
べ
て
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
詠
み
こ
ん
だ

百
五
人
の
発
句
を
「
追
善
発
句
」
と
し
て
添
え
て
い
る
。

(
4
)
第
一
か
ら
第
十
ま
で
の
各
百
韻
の
巻
頭
に
す
べ
て
「
追
善

俳
諧
」
と
い
う
語
を
掲
げ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
「
千
句
」
様
式
の
改
変
に
、
ど
の
程
度
西
鶴
の

独
創
を
認
め
る
べ
き
か
。

ま
ず
、
(
l
)
(
2
)
の
点
で
あ
る
。
独
吟
で
あ
る
こ
と
を
除
け

ば
、
「
千
句
」
興
行
を
一
日
で
行
な
い
、
各
百
韻
の
発
句
の
季
語

を
統
一
す
る
こ
と
に
は
先
縦
が
あ
っ
た
。
最
近
、
牛
見
正
和
氏
が
注
5

翻
刻
、
紹
介
さ
れ
た
寛
文
十
三
年
八
月
刊
『
消
水
千
句
」
で
あ
る
。

山
口
清
勝
主
催
の
大
坂
清
水
寺
奉
納
俳
諧
十
百
韻
を
収
め
た
こ
の

「
千
句
」
は
、
「
『
清
水
連
歌
』
に
倣
い
、
各
発
句
に
『
花
」
を
詠

み
込
み
」
、
そ
の
序
に
「
奉
納
の
十
百
韻
は
一

H
千
句
な
り
け
れ

ば
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
延
宝
三
(
-
六
七
五
）
年
興
行
の
西
鶴

の
『
独
吟
一
日
千
句
』
に
先
行
し
、
寛
文
十
三
年
当
時
大
坂
俳
壇

に
お
い
て
、
既
に
速
吟
俳
諧
が
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
俳

書
」
で
あ
っ
た
。

連
歌
で
は
、
「
花
千
句
」
の
よ
う
な
類
題
連
歌
の
伝
統
が
あ
る

注

6が
、
俳
諧
に
も
、
季
吟
・
湖
春
・
正
立
の
三
吟
「
花
千
句
」
等
こ

の
様
式
が
踏
襲
さ
れ
た
。
西
鶴
自
身
が
、
元
禄
二
年
鏑
『
俳
諧
の

な
ら
ひ
事
』
で
「
類
題
と
て
同
し
物
を
十
句
揃
て
千
句
の
発
句
い

た
す
事
あ
り
た
と
へ
は
／
桜
千
句
／
紅
葉
千
句
／
雪
千
句
」
と
述

べ
て
い
る
。
各
百
韻
の
発
句
の
季
語
を
統
一
し
た
「
千
句
」
の
例

に
は
、
た
と
え
ば
寛
文
五
年
刊
『
雪
千
句
』
が
あ
る
。
披
見
の
東

大
総
合
図
書
館
竹
冷
文
庫
蔵
本
は
、
大
屋
多
詠
子
氏
の
解
題
を
引

用
す
る
と
「
雪
を
題
と
す
る
作
者
知
ら
ず
の
発
句
十
句
を
立
句
に

巻
か
れ
た
百
韻
十
巻
に
、
重
頼
・
末
得
・
玄
札
・
一
幽
（
宗
因
）
．

玖
也
・
道
寸
・
季
吟
・
立
圃
・
成
安
・
空
存
の
十
人
が
そ
れ
ぞ
れ

注
7

点
を
加
え
た
」
も
の
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
、
「
十
百
韻
」
の
点

取
り
で
あ
る
。
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し
た
が
っ
て
、
『
独
吟

一
日
千
句
」
は
、
『
清
水
千
句
』
な
ど
の

「
花
千
句
」
や
『
雪
千
句
』
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
十
百
韻
」

を
単
に
「
千
句
」
と
称
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
れ
ば
、
季
題
を

四
季
に
と
る
等
独
自
の
式
目
を
も
っ
「
千
句
」
様
式
を
改
変
し
よ

う
と
い
う
西
鶴
の
意
識
は
希
薄
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

ほ
と
と
ぎ
す

簡
単
に
言
え
ば
、
「
追
善
十
百
韻
」
で
あ
る
「
時
鳥
千
句
」
を
、

西
鶴
は
一
日
で
独
吟
し
た
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
前
引
の
西
鶴
筆
『
俳
諧
之
口
伝
』
に
は
、
『
独
吟
一

日
千
句
』
第
三
の
発
句
・
脇
「
ほ
と
、
き
す
か
、
か
さ
と
り
の
か

た
ち
は
い
か
に
／
お
ん
は
仏
法
僧
と
な
く
ら
ん
」
を
引
用
し
、

「
ら
ん
留
の
脇
百
韻
俳
諧
に
は
せ
ぬ
事
に
候
千
句
の
時
発
句
の

仕
立
各
別
な
る
と
ま
り
な
れ
は
こ
の
み
て
め
つ
ら
し
き
脇
の
留
仕

申
候
も
留
同
前
（
傍
点
筆
者
）
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
千
句
の

各
百
韻
の
発
旬
は
、
西
鶴
が
『
俳
諧
の
な
ら
ひ
事
』
「
千
句
掟
の

事
」
で
「
興
行
思
ひ
立
時
十
一
人
連
衆
を
極
め
て
其
内
の
宗
匠
に

題
割
を
い
た
さ
せ
（
略
）
習
礼
の
日
限
迄
に
思
案
す
る
也
」
と
述

べ
る
よ
う
に
、
興
行
以
前
に
す
で
に
作
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ

た
。
西
鶴
も
恐
ら
く
、
各
百
韻
の
発
句
・
脇
•
第
三
を
あ
ら
か
じ

め
句
作
し
た
上
で
、
独
吟
に
臨
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り

『
独
吟
一
日
千
句
』
の
「
発
句
の
仕
立
各
別
な
る
」
の
は
、
十
百

韻
が
独
吟
さ
れ
た
ゆ
え
に
、
結
果
的
に
、
複
数
の
連
衆
を
前
提
に

し
た
作
法
の
定
め
ら
れ
た
「
千
句
」
と
同
じ
「
発
句
の
仕
立
」
と

な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
俳
諧
之
口
伝
』

の
「
千
句
の
時
」
は
、
単
に
「
百
韻
を
十
巻
作
る
時
」
と
同
じ
意

味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

で
は
、
西
鶴
の
独
創
は
い
か
な
る
点
に
見
出
さ
れ
る
の
か
。
ま

ず
第
一
に
歌
語
と
し
て
多
様
な
用
い
ら
れ
方
を
し
て
い
た
ホ
ト
ト

ギ
ス
を
、
「
ほ
と
と
ぎ
す
は
冥
土
の
烏
」
（
誓
喩
尽
）
と
い
う
俗
説

に
よ
っ
て
、
亡
き
妻
追
善
を
象
徴
す
る
季
題
に
変
質
さ
せ
た
こ
と

に
あ
る
。
そ
し
て
、
従
来
の
類
題
千
句
に
詠
ま
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
、
類
題
と
し
て
採
用
し
た
こ
と
に
あ
ろ
う
。

千
句
（
十
百
韻
）
を
一
日
で
詠
む
と
い
う
速
吟
が
『
清
水
千
句
」

で
既
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
牛
見
正
和
氏

が
指
摘
す
る
。
西
鶴
は
、
速
吟
の
ア
イ
デ
ア
を
『
清
水
千
句
』
か

ら
得
た
の
で
は
な
い
か
。
と
、
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
牛
見
氏
論
文
掲

載
の
巻
頭
の
写
真
で
見
る
か
ぎ
り
両
書
の
版
面
は
よ
く
似
て
い
る
。

―
つ
に
は
、
両
書
と
も
、
各
丁
の
句
数
が
、
懐
紙
の
句
数
と
対
応

す
る
横
本
形
式
が
採
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
体
裁
の

36 



俳
書
は
必
ず
し
も
珍
し
く
は
な
い
が
、
通
常
、
懐
紙
の
横
三
分
の

一
の
位
置
に
書
か
れ
る
「
賦
何
籠
誹
諧
」
が
内
題
「
消
水
奉
納
千

旬
」
よ
り
幾
分
大
き
め
に
書
か
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
、
『
独

吟
一
日
千
句
』
の
「
追
善
俳
諧
」
は
、
横
三
分
の
一
の
位
置
に
置

か
れ
、
内
題
「
独
吟
一
日
千
旬
」
よ
り
大
き
く
記
さ
れ
て
い
る
。

『
生
玉
万
句
』
で
俳
書
出
版
を
始
め
た
ば
か
り
の
「
大
坂
阿
波
座

堀
板
本
安
兵
衛
」
が
、
京
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
清
水
千
句
」
の

「
賦
物
」
の
体
裁
を
模
倣
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
各
百
韻
に
「
追

善
俳
諧
」
と
記
さ
れ
て
い
る

(
4
)
理
由
は
、
こ
の
辺
に
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

中
野
沙
恵
氏
の
指
摘
す
る

(
3
)
に
つ
い
て
は
、
ど
う
考
え
る

べ
き
か
。

本
書
に
は
、
通
例
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
不
体
裁
が
一
箇
所
あ
る
。

な

ご

り

「
独
吟
一
日
千
句
第
十
」
の
名
残
の
裏
八
句
が
記
さ
れ
る
の
が

「
四
十
一
」
丁
裏
で
あ
る
。
次
丁
の
丁
付
け
は
「
四
十
一
上
」
、
そ

の
表
の
ほ
ぼ
中
央
に
、
版
元
「
大
坂
阿
波
座
堀
／
板
本
安
兵
衛
」

と
二
行
に
記
さ
れ
、
そ
の
左
に
「
追
善
発
句
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。

西
山
梅
翁
以
下
百
五
名
の
追
善
発
句
は
「
四
十
一
上
」

T
の
裏
か

ら
始
ま
り
「
四
十
六
」
丁
裏
で
終
わ
る
。
西
鶴
の
独
吟
千
句
の
終

わ
っ
た
丁
の
次
丁
か
ら
「
追
善
発
句
」
が
始
ま
り
、
版
元
名
を
記

す
奥
付
は
、
そ
の
後
に
附
さ
れ
る
の
が
通
常
の
体
裁
で
あ
ろ
う
。

結
論
の
み
述
べ
る
な
ら
ば
、
『
独
吟
一
日
千
句
』
は
当
初
は
西

鶴
の
独
吟
だ
け
を
刊
行
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
版
元
名
を
彫
っ
た

最
終
丁
の
版
木
に
手
を
加
え
て
、
「
追
善
発
句
」
が
追
加
さ
れ
た

と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
西
鶴
が
「
千
句
」
様
式
を
変
え
る

た
め
に
、
追
善
発
句
を
あ
え
て
末
尾
に
置
い
た
と
考
え
る
必
要
は

な
い
。俳
諧
追
善
集
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
父
母
・
師
友
を
追
慕
す

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
妻
が
追
善
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
な
い
。

そ
の
目
新
し
さ
と
、
す
べ
て
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
詠
み
込
ん
だ
追
善
発

句
を
集
め
、
追
加
し
た
点
な
ど
は
、
西
鶴
の
独
創
の
第
二
と
見
な

す
べ
き
か
と
思
う
。

二
、
「
軽
ロ
・
大
笑
ひ
」
の
付
合

周
知
の
こ
と
だ
が
、
大
谷
篤
蔵
氏
は
『
独
吟
一
日
千
句
』
の

「
第
一
•
第
二
•
第
三
の
各
巻
の
発
句
か
ら
第
三
ま
で
の
付
合
、

だ

び

そ
れ
ぞ
れ
に
臨
終
か
ら
葬
送
、
荼
昆
、
骨
上
げ
、
初
七
日
ま
で
の

一
連
の
葬
送
儀
礼
、
追
善
仏
事
の
順
序
を
追
っ
て
い
る
」
と
さ
れ

37 



注
8た
。
ま
た
前
田
亜
弥
氏
は
、
「
第
一
の
巻
か
ら
第
五
の
巻
ま
で
を

妻
の
臨
終
か
ら
葬
送
、
冥
土
へ
の
旅
立
ち
、
妻
の
行
き
着
く
冥
土

の
景
ま
で
の
流
れ
と
い
う
一
連
の
構
想
の
下
に
用
意
さ
れ
た
」
と
、

注
9

西
鶴
の
構
成
意
識
を
よ
り
強
く
読
み
取
ら
れ
て
い
る
。
前
田
氏
の

指
摘
す
る
よ
う
に
、
追
善
集
に
よ
く
見
ら
れ
る
発
句
・
挙
句
に
哀

惜
の
念
を
吐
露
す
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
を
超
え
た
西
鶴
の
構
成
意
識

が
『
独
吟
一
日
千
句
」
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
た
し
か
に
特
徴
的

で
あ
り
、
独
創
の
第
三
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
独
吟
一
日
千
句
』
に
か
ぎ
ら
ず
西
鶴
の
俳
諧
に
つ
い
て
考
察

す
る
に
は
、
そ
の
俳
壇
・
俳
諧
史
上
の
位
置
や
西
鶴
の
独
創
性
を

確
認
す
る
の
と
同
時
に
、
西
鶴
の
三
十
代
の
俳
諧
活
動
が
、
四
十

代
に
な
っ
て
始
ま
る
浮
世
草
子
執
筆
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
の

か
と
い
う
観
点
も
必
要
と
な
る
。
後
者
の
点
か
ら
見
る
と
、
『
独

吟

一
日
千
句
』
の
前
述
の
構
成
意
識
は
、
そ
の
ま
ま
浮
世
草
子
の

構
成
意
識
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
発

句
・
脇
•
第
三
を
一
連
の
構
想
の
も
と
で
創
作
す
る
こ
と
は
、
千

句
（
十
百
韻
）
と
い
う
様
式
の
な
か
で
は
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
は

あ
っ
た
が
、
あ
く
ま
で
俳
諧
撰
集
の
一
趣
向
に
す
ぎ
な
い
。
小
説

の
構
想
と
は
質
的
に
異
な
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

西
鶴
の
俳
諧
か
ら
浮
世
草
子
へ
の
転
化
を
考
え
る
の
に
は
、
双

方
の
素
材
の
類
似
や
、
連
句
に
間
々
み
ら
れ
る
物
語
的
付
合
を
指

摘
す
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
両
者
の
構
造
に
ま
で
掘
り
下

げ
た
考
察
が
必
要
と
な
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
重
要
な
視
点
を
、
大

谷
篤
蔵
氏
は
前
記
論
考
で
提
起
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
引
用
が

長
く
な
る
が
、
そ
の
箇
所
を
挙
げ
た
い
。

引
導
や
廿
五
を
夢
ま
ぼ
ろ
子
規

尻
か
し
ら
か
ら
か
く
る
蛍
火

の
付
句
の
「
蛍
火
」
は
、
一
句
の
中
で
は
句
頭
の
「
尻
」
の

だ

ぴ

縁
語
で
、
一
句
の
意
味
と
し
て
は
、
蛍
火
を
荼
毘
の
火
の

「
見
立
て
」
と
し
て
、
「
尻
か
し
ら
か
ら
か
け
る
荼
毘
の
火
は

蛍
火
の
よ
う
だ
」
と
す
る
。
か
く
し
て
「
引
導
」
と
「
火
葬
」
、

「
子
規
」
と
「
蛍
火
」
と
、
四
つ
手
付
の
よ
う
に
解
し
て
、

次
々
と
快
適
な
速
度
で
付
け
て
行
く
（
略
）
し
か
し
、
私
は

そ
う
は
思
わ
な
い
。
「
蛍
火
」
を
見
立
て
と
は
と
ら
な
い
で
、

ま
と
も
に
蛍
火
そ
の
も
の
で
火
葬
す
る
、
と
解
す
る
。
も
と

よ
り
熱
を
伴
わ
な
い
蛍
火
で
火
葬
す
る
な
ん
て
現
実
に
は
あ

り
得
よ
う
は
ず
が
な
い
。
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
り
、
非
現
実
で

あ
る
。
け
れ
ど
も
、
「
引
導
や
廿
五
を
夢
ま
ぼ
ろ
子
規
」
と
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郭
公
が
葬
列
の
先
導
を
す
る
な
ら
、
蛍
火
で
火
葬
す
る
と
い

う
の
が
、
前
句
か
ら
の
当
然
の
婦
結
で
あ
る
。

大
谷
氏
の
璽
視
す
る
「
前
後
句
の
意
味
の
連
繋
」
を
付
筋
に
し

た
解
釈
、
今
で
言
う
な
ら
さ
し
づ
め
ベ
タ
付
け
解
釈
だ
が
、
実
は

こ
の
よ
う
な
付
合
が
「
軽
ロ
・
大
笑
ひ
」
の
俳
諧
の
内
実
で
は
な

か
っ
た
か
。

私
が
大
谷
氏
の
指
摘
に
注
目
す
る
の
は
、
「
見
立
て
•
あ
し
ら

い
・
付
物
•
取
成
し
」
等
の
付
合
技
巧
が
、
「
意
味
の
連
繋
」
を

軸
に
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
複
綜
に
転
化
し
て
い
る
か
ら
だ
。
つ
ま

り
、
「
引
導
ー
ー
荼
毘
」
と
い
う
現
実
の
葬
礼
を
写
す
コ
ン
テ
ク

ス
ト
に
「
郭
公
ー
—
蛍
火
」
と
い
う
自
然
の
景
物
を
あ
ら
わ
す
コ

ン
テ
ク
ス
ト
が
か
ぶ
さ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
郭
公
が
葬
列
の
先

導
を
す
る
な
ら
、
蛍
火
で
火
葬
す
る
」
と
い
う
、
「
無
心
所
着
」

の
非
現
実
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
成
立
す
る
。

こ
の
よ
う
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
重
層

・
複
綜
は
、
西
鶴
の
浮
世

草
子
の
根
本
的
方
法
と
は
言
え
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
「
西
鶴
諸

国
は
な
し
』
巻
四
「
忍
び
扇
の
長
研
」
は
、
大
名
の
姪
と
年
季
奉

公
の
中
間
侍
と
の
駈
け
落
ち
を
描
い
た
周
知
の
短
編
で
あ
る
。
西

鶴
は
、
こ
の
話
を
、
身
分
違
い
の
恋
物
語
に
よ
く
あ
る
美
男
美
女

は
た
ち

の
恋
愛
で
は
な
く
、
姫
を
婚
期
の
逸
し
た
「
廿
あ
ま
り
」
の
美
女
、

ち
う
こ
し
や
う

ふ
う
ぞ
く

侍
を
「
や
う
／
＼
中
小
姓
ぐ
ら
い
の
風
俗
、
女
の
す
か
ぬ
男
」
と

設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
結
婚
し
な
い
女
の
逃
亡
」
と
で
も

言
う
べ
き
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
、
「
身
分
違
い
の
恋
」
と
い
う
物
語

的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
重
層
さ
せ
て
い
る
。
西
鶴
小
説
の
方
法
に
つ

い
て
は
、
拙
稿
「
西
鶴
•
読
者
・
想
像
カ
ー
—
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の

七
4
0

.i
l
 

複
綜
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
ベ
ク
ト
ル
の
は
っ

き
り
し
た
単
一
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
短
絹
が
構
成
さ
れ
な

い
点
に
こ
そ
、
西
鶴
が
時
代
を
超
え
て
様
々
に
読
み
継
が
れ
た
原

因
が
あ
る
。

さ
て
、

大
谷
篤
蔵
氏
の
駿
尾
に
付
し
、
「
独
吟
一
日
千
句
』
の

「
第
一
」
百
韻
か
ら
同
様
な
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
。

（
あ
り
あ
け
）

影
う
す
き
頭
巾
の
山
に
晨
明
の
（
初
表
7
)

枯
野
の
尾
花
ち
り
め
ん
の
き
れ
（
初
表
8
)

前
句
は
、
西
鶴
が
中
村
西
国
に
授
け
た
「
俳
諧
之
口
伝
」
に
、

こ
の
句
を
引
い
て
「
有
明
の
月
の
都
と
つ
、
き
た
る
詞
を
の
こ
し

申
候
ふ
ん
也
」
と
自
ら
記
し
て
い
る
の
で
、
「
月
の
都
」
を
抜
い

た
句
形
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
季
は
「
晨
明
」
で
秋

（
『
山
之
井
』
）
、
月
の
定
座
。
打
越
「
時
雨
そ
め
く
る
茶
挽
人
形
」
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の
「
時
雨
」
に
「
月
」
（
「
類
舷
集
』
）
を
付
け
、
「
茶
挽
人
形
」
に

「
頭
巾
」
を
あ
し
ら
う
。
一
句
の
意
味
は
、
頭
巾
の
よ
う
な
山
の

頂
に
、
ほ
の
か
に
有
明
の
月
が
輝
い
て
い
る
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。

付
句
の
季
は
秋
（
尾
花
）
。
山
・
月
に
「
枯
野
の
尾
花
」
、
「
頭

巾
」
に
「
ち
り
め
ん
の
き
れ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
し
ら
い
、
枯
野
に

群
生
す
る
尾
花
を
ち
り
め
ん
に
見
立
て
る
。
枯
野
の
尾
花
が
有
明

の
月
に
照
ら
さ
れ
て
、
ち
り
め
ん
の
よ
う
に
白
々
と
見
え
る
意
、

と
解
す
れ
ば
恐
ら
く
事
足
り
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
私

は
、
こ
の
句
の
面
白
さ
は
、
「
山
・
枯
野
の
尾
花
」
と
い
う
景
物

が
、
「
頭
巾
・
ち
り
め
ん
の
き
れ
」
に
見
立
て
ら
れ
た
こ
と
に
あ

る
の
で
は
な
く
、
「
頭
巾
・
ち
り
め
ん
の
き
れ
」
と
い
う
コ
ン
テ

ク
ス
ト
（
付
筋
）
に
、
自
然
の
景
物
を
ま
ぎ
れ
込
ま
せ
た
点
に
こ

そ
あ
る
と
思
う
。

前
句
は
、
有
明
の
月
に
照
ら
さ
れ
た
頭
巾
の
影
が
、
ほ
の
か
に

見
え
た
の
意
で
、
こ
の
頭
巾
が
山
な
ら
ば
、
ち
り
め
ん
の
き
れ
は
、

さ
し
づ
め
枯
野
の
尾
花
で
あ
ろ
う
か
と
言
う
の
が
付
句
の
意
で
は

な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
前
述
の
解
釈
に
も
見
立
て
の
面
白
さ
が
あ
る
。

が
、
混
在
す
る
景
物
・
人
事
の
両
様
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
一
方
の

付
筋
か
ら
見
た
他
方
の
意
外
性
と
い
う
点
で
は
、
後
者
の
解
釈
の

方
が
、
よ
り
「
大
笑
い
」
に
収
敏
し
よ
う
。

吹
ち
つ
て
ゆ
く
和
田
の
笠
松
（
二
裏
4
)

烏
お
と
し
今
朝
は
雲
に
や
埋
む
ら
ん
（
二
裏
5
)

前
句
の
「
和
田
の
笠
松
」
は
、
西
鶴
「
大
矢
数
』
第
十
七
「
是

か
ら
木
遣
り
で
和
田
の
笠
松
」
、
第
二
十
六
「
成
ほ
ど
ふ
る
ひ
和

田
の
笠
松
」
、
ま
た
『
懐
硯
』
巻
二
の
三
「
和
田
の
笠
松
も
む
ら

雨
の
跡
お
も
は
れ
て
」
な
ど
、
他
の
西
鶴
作
品
に
も
登
場
す
る
摂

主
ー

津
の
名
所
で
あ
る
。
前
田
金
五
郎
氏
『
西
鶴
大
矢
数
注
釈
」
に
は

『
福
原
製
鏡
』
の
記
事
を
引
く
。
屋
上
屋
を
架
す
る
が
、
『
国
花
万

葉
記
』
を
引
用
し
て
お
く
。
「
兵
庫
町
は
つ
れ
よ
り
二
丁
程
南
に

あ
り
。
古
松
は
枯
て
今
は
後
植
の
木
也
。
枝
末
迄
か
く
れ
る
蔦
の

紅
葉
し
て
錦
を
は
る
や
わ
た
の
笠
松
」
。
『
和
漢
三
才
図
絵
』
に
も
、

ほ
ぼ
同
じ
内
容
が
記
載
さ
れ
る
。
打
越
は
「
恋
風
の
福
原
の
京
わ

け
も
な
し
」
。
そ
の
福
原
か
ら
和
田
を
出
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
「
恋

風
の
福
（
吹
）
」
と
「
吹
ち
つ
て
ゆ
く
」
と
で
は
差
合
気
味
で
は

あ
る
。
福
原
の
京
か
ら
吹
い
た
恋
風
が
、
和
田
の
笠
松
を
吹
き
散

ら
し
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
た
句
意
で
あ
ろ
う
。

付
句
の
季
は
秋
（
鳥
お
ど
し
）
。
前
句
の
笠
に
烏
お
ど
し
、
す

な
わ
ち
「
か
ゞ
し
」
（
『
類
舷
集
』
）
が
付
く
。
一
句
の
意
は
、
笠
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打
越
の

を
か
ぶ
っ
た
鳥
お
ど
し
（
案
山
子
）
が
田
に
立
っ
て
い
る
が
、
今

朝
は
雀
は
雲
間
に
隠
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
解
釈
す
れ
ば
よ

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
こ
れ
で
は
面
白
く
な
い
。
笠
松
を
鳥

お
ど
し
に
見
立
て
、
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
案
山
子
は
、
今
朝
は

雲
間
に
埋
も
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
付
句
の
意
で
あ

る
。
あ
る
い
は
前
句
の
「
笠
松
」
を
文
字
ど
お
り
笠
を
か
ぶ
っ
た

松
と
と
り
、
そ
の
笠
を
か
ぶ
っ
た
案
山
子
が
雲
間
に
埋
も
れ
て
い

る
と
も
解
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
笠
松
が
風
に
吹
き
散
っ
て

い
く
と
い
う
景
物
を
、
案
山
子
が
雲
間
を
飛
ん
で
い
く
と
い
っ
た

非
現
実
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
転
換
し
た
こ
と
が
、
こ
の
付
合
の
面

白
さ
で
あ
る
。

木
々
の
枝
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
書
つ
、
け
（
名
残
表
11)

露
も
し
く
れ
も
古
手
商
ひ
（
名
残
表
12)

前
句
の
季
は
「
い
ろ
は
（
色
葉
）
」
で
秋
。
「
木
々
の
枝
色
葉
」

と
「
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
」
を
言
い
懸
け
、
「
木
々
の
枝
」
を
「
い

ろ
は
に
ほ
へ
と
書
つ
、
け
」
の
序
詞
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
。
打

（
か
り
）

越
は
「
名
所
の
口
に
見
え
わ
た
る
腐
」
。
打
越
の
「
名
所
（
記
）

の
口
」
と
「
雁
（
字
）
」
に
「
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
」
を
あ
し
ら
う
。

「
雁
」
を
名
所
記
の
料
紙
に
描
か
れ
た
絵
柄
と
と
り
、

「
木
々
の
枝
」
は
そ
の
文
字
を
見
立
て
た
と
も
解
釈
で
き
る
が
、

そ
う
で
は
な
く
、
雁
字
の
ご
と
く
、
名
所
記
の
な
か
を
本
当
に
雁

が
飛
ん
で
い
る
の
な
ら
、
「
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
」
と
綴
ら
れ
た
文

字
の
よ
う
に
、
そ
の
名
所
に
は
、
色
づ
い
た
木
々
が
さ
ぞ
連
な
っ

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
、
と
い
う
よ
う
な
句
意
で
は
な
い
か
。
こ
の

付
合
の
眼
目
は
、
「
雁
・
木
々
の
枝
」
と
い
う
景
物
と
「
名
所
・

い
ろ
は
に
ほ
へ
と
」
と
い
う
名
所
記
の
付
筋
と
を
取
り
合
わ
せ
、

名
所
記
の
な
か
に
実
際
に
景
物
が
存
在
す
る
か
の
よ
う
な
句
作
り

を
し
た
点
に
あ
る
。

付
句
の
季
は
秋
（
露
・
し
ぐ
れ
）
。
前
句
の
「
い
ろ
は
（
色
葉
）
」

に
「
し
く
れ
（
時
雨
）
」
（
『
類
舷
集
』
）
が
つ
く
。
前
旬
の
「
い
ろ

は
に
ほ
へ
と
」
を
商
品
に
つ
け
ら
れ
た
符
帳
に
取
り
成
し
、
「
古

手
商
ひ
」
を
あ
し
ら
う
。
色
づ
い
た
木
々
に
符
帳
を
つ
け
て
、
露

も
時
雨
も
古
着
の
商
売
を
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
露
や

時
雨
が
、
錦
な
ら
ぬ
色
葉
を
商
う
と
い
う
現
実
に
は
あ
り
え
な
い

言
葉
遊
び
だ
が
、
「
露
・
時
雨
」
と
い
う
歌
語
を
「
古
手
商
い
」

と
い
う
人
倫
に
結
び
つ
け
た
と
こ
ろ
に
「
大
笑
い
」
が
あ
る
。

露
も
し
く
れ
も
古
手
商
ひ
（
名
残
表
12)

守
山
の
月
も
西
へ
や
た
ふ
れ
者
（
名
残
表
13)
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付
句
の
「
守
山
」
は
、
琵
琶
湖
東
岸
の
中
山
道
の
宿
駅
。
『
国

花
万
葉
記
j

は
、
「
山
に
は
あ
ら
ず
里
の
名
也
。
み
の
路
へ
行
宿

也
。
京
よ
り
七
里
也
」
と
記
し
、
「
古
今
白
露
も
時
雨
も
い
た

く
守
る
山
は
下
葉
残
ら
ず
紅
葉
し
に
け
り
貰
之
」
「
続
古
此

（
こ
そ
）

頃
は
月
社
い
た
＜
守
る
山
の
下
葉
残
ら
ぬ
木
枯
の
風
雅
経
」
の

二
首
を
載
せ
る
。
季
は
秋
（
月
）
で
、
月
の
定
座
。
貰
之
の
歌
か

ら
、
前
旬
の
「
露
・
し
く
れ
」
に
「
守
山
」
を
つ
け
、
「
古
手
商

ひ
」
に
倒
産
者
の
意
の
「
た
ふ
れ
者
」
を
あ
し
ら
っ
て
い
る
。
旬

意
は
、
露
と
時
雨
が
古
着
商
い
を
し
て
い
る
の
な
ら
、
西
へ
傾
く

守
山
の
月
は
き
っ
と
分
散
し
た
商
人
に
ち
が
い
な
い
、
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
西
へ
傾
く
月
を
「
西
へ
や
た
ふ
れ
者
」
と
表
現
し
た

と
こ
ろ
が
俳
諧
だ
が
、
見
立
て
を
越
え
た
ナ
ン
セ
ン
ス
な
句
作
り

で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
、
打
越
・
前
句
と
同
様
、
「
露
・
時
雨
・

月
」
と
「
古
手
商
ひ
・
た
ふ
れ
者
」
と
い
う
異
質
な
コ
ン
テ
ク
ス

ト
と
を
重
ね
、
非
現
実
的
句
意
を
生
じ
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
、
句
作

り
の
妙
味
が
あ
る
。

守
山
の
月
も
西
へ
や
た
ふ
れ
者
（
名
残
表
13)

椀
箱
す
り
鉢
水
壺
水
海
（
名
残
表
14)

前
句
の
「
守
山
」
に
「
水
海
（
琵
琶
湖
）
」
、
「
た
ふ
れ
者
」
に

二
、
「
と
ぶ
」
俳
諧

そ
の
家
財
道
具
で
あ
る
「
椀
箱
・
す
り
鉢
・
水
壺
」
を
あ
し
ら
っ

た
だ
け
だ
が
、
恐
ら
く
「
守
山
の
月
」
が
破
産
し
た
な
ら
、
そ
の

分
散
諸
道
具
の
な
か
に
は
琵
琶
湖
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う

と
い
う
句
意
に
す
る
た
め
に
、
「
水
海
」
を
投
げ
込
ん
だ
の
だ
ろ

、つ
以
上
の
付
合
の
特
徴
を
図
式
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
、

A
.
B
ニ

つ
の
異
質
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（
付
筋
）
が
取
り
合
わ
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、

C
と
い
う
荒
唐
無
稽
で
非
現
実
的
な
意
味
が
生
ず
る
。

そ
の

A
.
B
と
C
と
の
拡
差
が
、
「
大
笑
い
」
に
収
敏
す
る
と
い

う
構
図
が
見
ら
れ
る
。
無
論
、
こ
の
よ
う
な
付
合
が
、
百
韻
全
般

に
貰
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
貞
門
以
来
の
「
悌
•
あ
し
ら

い
・
つ
け
物
・
取
成
し
」
な
ど
の
付
合
技
巧
を
駆
使
し
た
「
心
付

け
」
が
百
韻
の
多
く
を
占
め
る
主
要
な
付
合
で
あ
る
。
枚
挙
に
い

と
ま
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
例
を
あ
げ
る
。

高
い
ひ
き
心
の
ま
、
に
波
ま
く
ら
（
三
折
表
3
)

鷹
の
羽
か
せ
に
横
手
う
た
る
、
（
三
折
表
4
)

打
越
は
「
浦
の
お
と
こ
の
灸
か
い
た
む
か
」
。
「
浦
の
お
と
こ
」
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を
船
頭
と
と
り
、
船
上
で
、
船
頭
は
灸
を
す
え
、
客
は
高
軒
を
か

い
て
い
る
と
い
う
意
。
付
句
は
、
高
肝
の
男
を
舞
曲
の
「
百
合
若

大
臣
」
に
見
か
え
て
、
そ
の
愛
鷹
「
緑
丸
」
か
ら
「
鷹
の
羽
か
せ
」

t
2
 

を
付
け
る
。
す
な
わ
ち
、
蒙
古
征
伐
の
帰
途
、
百
合
若
大
臣
は
玄

ね

さ

う

お

た

ま

海
が
島
で
「
寝
入
て
左
右
な
く
起
き
さ
せ
給
は
ず
、
夜
日
三
日
ぞ

主
3

ま
ど
ろ
み
給
ふ
」
う
ち
に
、
別
府
兄
弟
に
置
き
去
り
に
さ
れ
る
。

き

み

み

と

り

ま

る

そ
の
存
命
を
御
台
所
に
伝
え
た
の
が
「
君
の
秘
蔵
の
緑
丸
」
で
あ
っ

た
。
句
意
は
、
寝
入
っ
て
い
た
百
合
若
大
臣
は
、
緑
丸
の
羽
風
に

目
を
覚
ま
し
、
横
手
を
打
っ
て
喜
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、
典
型
的

な
悌
付
け
で
あ
る
。

鷹
の
羽
か
せ
に
横
手
う
た
る
、
（
三
折
表
4
)

ひ
つ
し
り
と
乙
矢
は
ね
か
ふ
所
に
て
（
三
折
表
5
)

前
句
の
「
鷹
の
羽
」
を
矢
羽
に
取
り
成
し
、
二
の
矢
の
意
の

「
乙
矢
」
を
あ
し
ら
う
。
鷹
の
矢
羽
を
つ
け
た
二
の
矢
が
、
も
の

の
見
事
に
、
ね
ら
っ
た
的
に
命
中
し
た
と
の
意
。

ひ
つ
し
り
と
乙
矢
は
ね
か
ふ
所
に
て
（
三
折
表
5
)

御
前
と
申
こ
と
に
若
年
（
三
折
表
6
)

付
句
は
、
前
句
の
場
を
つ
け
た
だ
け
の
遣
句
で
、
ま
だ
年
若
い

射
手
が
、
殿
の
御
前
で
思
い
の
ま
ま
に
的
を
射
た
と
い
う
意
で
あ

こ
の
よ
う
な
付
合
と
、
前
述
し
た
名
残
の
表
十
一
句
目
か
ら
折

端
ま
で
の
付
合
と
を
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
差
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

乾
裕
幸
氏
が
考
察
さ
れ
た
四
つ
手
付
け
風
な
「
あ
し
ら
ひ
」
、
す

な
わ
ち
「
あ
し
ら
わ
れ
た
詞
が
句
中
の
他
の
詞
と
論
理
的
な
い
し

観
念
的
に
矛
盾
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
矛
盾
の
原
因
を
前
句

に
探
ら
せ
、
ア
ッ
と
了
解
点
に
達
せ
し
め
る
仕
組
み
に
知
的
な
お

注
14

か
し
み
を
喚
起
さ
せ
る
手
法
」
が
談
林
的
「
あ
し
ら
ひ
」
な
ら
、

西
鶴
の
試
み
た
「
軽
ロ
・
大
笑
ひ
」
の
付
合
は
、
大
谷
篤
蔵
氏
の

強
調
さ
れ
た
ご
と
く
、
前
句
・
付
句
の
意
味
の
連
係
を
重
視
す
る

点
が
特
徴
的
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
付
け
方
は
、

付
句
に
付
心
と
は
無
縁
な
言
葉
が
あ
し
ら
わ
れ
た
た
め
に
起
こ
る

「
正
体
無
し
」
の
旬
作
り
を
拒
む
一
種
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
前
述
の
「
木
々
の
枝
い
ろ
は
に
ほ
へ

と
書
つ
、
け
」
と
い
う
句
な
ど
は
、
一
句
の
意
味
の
き
わ
め
て
と

り
づ
ら
い
句
で
あ
る
。
が
、
前
句
「
名
所
の
口
に
見
え
わ
た
る
腐
」

と
あ
わ
せ
詠
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
句
の
意
が
氷
解
す
る
。
付
筋

に
お
け
る
荒
唐
無
稽
な
発
想
の
、
現
実
か
ら
の
飛
躍
が
極
端
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
前
句
・
付
句
の
意
味
の
連
係
が
、
付
合
に
不
可

る。
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乾
裕
幸
氏
は
、
「
心
行
」
を
西
鶴
独
特
の
方
法
と
さ
れ
た
。
「
俳

四
、
俳
諧
か
ら
浮
世
草
子
へ

欠
な
状
件
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

著
名
な
言
で
は
あ
る
が
、
『
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻
』
で
、
西
鶴

は
「
難
波
の
梅
翁
先
師
、
当
流
の
一
体
、
た
と
へ
ば
富
士
の
け
ぶ

り
を
茶
釜
に
仕
掛
、
湖
を
手
だ
ら
ひ
に
見
立
、
目
の
覚
め
た
る
作

意
を
俳
道
と
せ
ら
れ
し
」
と
述
べ
る
。
「
作
意
」
の
奇
抜
さ
は
貞

主
5

門
俳
諧
と
は
異
な
る
「
と
ぶ
」
俳
諧
を
醸
成
し
た
。
た
と
え
ば
、

か
な
め
い
し

鹿
島
明
神
の
要
石
が
大
雨
に
降
ら
れ
て
沖
の
石
と
な
る
（
今
度
鹿

嶋
に
大
雨
か
ふ
る
／
か
な
め
石
沖
の
石
と
や
成
ぬ
ら
ん
）
、
笠
を

か
ぶ
っ
た
案
山
子
が
風
に
飛
ば
さ
れ
雲
間
に
漂
う
（
吹
ち
つ
て
ゆ

く
和
田
の
笠
松
／
鳥
お
と
し
今
朝
は
雲
に
や
埋
む
ら
ん
）
と
い
っ

た
奇
抜
さ
が
「
と
ぶ
」
俳
諧
の
真
骨
頂
で
あ
ろ
う
。

繰
り
返
す
が
、
私
は
、
こ
の
よ
う
な
付
合
が
、
単
に
言
葉
の

「
あ
し
ら
ひ
」
だ
け
で
可
能
に
な
っ
た
と
は
思
わ
な
い
。
西
鶴
の

想
像
力
を
喚
起
し
、
同
時
に
放
埓
な
連
想
を
抑
制
す
る
契
機
と
な
っ

た
の
は
、
「
前
後
句
の
意
味
の
連
繋
」
す
な
わ
ち
「
心
付
け
」

の
こ
だ
わ
り
で
は
な
か
っ
た
か
。

ヘ

諧
当
流
と
い
へ
る
は
、
中
古
の
ご
と
く
言
業
を
か
ざ
ら
ず
、
心
行

の
付
か
た
を
本
と
し
て
、
三
句
目
の
は
な
れ
を
第
一
に
吟
味
を
い

た
せ
し
」
と
西
鶴
自
ら
述
べ
る
『
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻
』
に
は
、

こ
の
用
語
が
多
出
す
る
。
上
野
洋
三
氏
が
「
前
句
の
単
語
か
ら
連

想
さ
れ
る
別
の
単
語
を
軸
に
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
前
句
の

意
味
を
全
体
に
眺
め
て
、
そ
こ
か
ら
小
説
の
一
場
面
を
発
展
さ
せ

主
7

る
よ
う
に
進
め
る
付
け
方
」
と
「
心
行
」
を
説
明
さ
れ
た
ご
と
く
、

ほ
と
ん
ど
の
用
例
が
、
前
句
と
付
句
と
が
構
成
す
る
意
味
世
界

（
場
面
）
の
謂
で
あ
る
。

『
独
吟
一
日
千
句
』
に
み
ら
れ
た
「
と
ぶ
」
付
合
は
影
を
ひ
そ

め
る
も
の
の
「
心
付
け
」
に
こ
だ
わ
る
西
鶴
の
方
法
は
、
『
独
吟

百
韻
自
註
絵
巻
』
の
晩
年
に
い
た
っ
て
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
複
綜
が
、
俳
諧
と
浮
世
草
子
に
共
通
す
る
と
先

に
述
べ
た
が
、
西
鶴
の
想
像
力
は
前
句
か
ら
喚
起
さ
れ
る
一
場
面

に
ま
ず
集
中
し
、
そ
こ
か
ら
言
葉
を
つ
む
ぎ
だ
す
句
作
り
が
始
ま

る
。
あ
た
か
も
絵
画
に
お
け
る
習
作
デ
ッ
サ
ン
の
よ
う
に
、
小
説

の
場
面
に
転
化
し
う
る
よ
う
な
無
数
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
た
点
に
、
西
鶴
の
俳
諧
の
特
徴
が
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
西
鶴
の
俳
諧
活
動
が
即
浮
世
草
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ー
子
の
執
箪
に
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
。
西
鶴
の
資
質
、
そ
の
想

像
力
が
、
言
葉
よ
り
意
味
、
部
分
よ
り
全
体
を
志
向
し
、
他
の
俳

諧
師
よ
り
散
文
的
で
あ
っ
た
と
す
る
の
で
は
、
あ
ま
り
に
も
、
あ

り
き
た
り
の
結
論
で
あ
ろ
う
か
。
『
独
吟
一
日
千
句
』
は
、
そ
の

意
味
で
、
小
説
に
お
け
る
処
女
作
の
ご
と
く
、
俳
諧
師
西
鶴
の
小

説
へ
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
た
の
だ
。

木
村
三
四
吾
氏
「
西
鶴
麟
独
吟
一
日
千
句
」
（
「
園
語
園
文
」

昭
2
3
.
6
)
。
な
お
、
同
氏
に
よ
る
翻
刻
が
「
ビ
ブ
リ
ア
」

一
輯
（
昭
2
4
.
1
)
、
影
印
は
、
『
冒
麟
善
本
叢
書
・
談
林

俳
諧
集
』
（
野
間
光
辰
氏
解
説
）
に
載
る
。

江
本
裕
氏
「
西
鶴

l

覇
仙
〗諧
麟か
ら
大
坂
歳
旦
ま

で
ー
」
（
「
大
妻
国
文」

16

昭
6
0
.
3
)

「
俳
諧
之
口
伝
」
「
俳
諧
の
な
ら
ひ
事
」
の
引
用
は
、
『
定

本
西
鶴
全
集
』

12
（
中
央
公
論
社
昭
45)

中
野
沙
恵
氏
「
誹
諧
独
吟
一
日
千
句
I

亡
妻
へ
の
挽

歌
ー
ー
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
平
5
.
8
)

注

5

牛
見
正
和
氏
「
新
収
俳
書
『
清
水
千
句
』

l

解
題
と
翻

刻
l

」
(
「
ビ
ブ
リ
ア
」

117

平
1
4
.
5
)
。
『
清
水
千
句
』

の
出
現
に
よ
り
、
『
生
玉
万
句
』
の
開
催
が
二
月
二
十
五
日

で
あ
っ
た
こ
と
、
『
生
玉
万
句
』
序
に
「
世
人
阿
蘭
陀
流
な

と
さ
み
し
て
か
の
万
句
の
数
に
も
の
そ
か
れ
ぬ
」
と
あ
る

「
か
の
万
句
」
が
『
清
水
万
旬
』
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
。

6

田
中
隆
裕
氏
は
、
「
花
千
句
」
の
例
と
し
て
、
「
宝
徳
千
句
」

「
初
瀬
千
句
」
「
表
佐
千
句
」
「
池
田
千
句
」
「
月
村
斎
千
句
」

「
大
原
野
千
句
」
を
あ
げ
る
。（
「
新
出
の
宗
伊
・
宗
祇
出
座

の
千
句
に
つ
い
て
」
俳
文
学
会
口
頭
発
表
、
平
14.10)

7

東
京
大
学
附
属
図
書
館
編
『
江
戸
期
の
俳
書
展
展
示

資
料
目
録
ー
』
（
平
1
4
.
6
)

8

大
谷
篤
蔵
氏
「
無
常
鳥

l

俳
諧
師
西
鶴
」
（
『
芭
蕉
連
句

私
解
』
角
川
書
店

平
6
)

9

前
田
亜
弥
氏
「
井
原
西
鶴
『
独
吟
一
日
千
句
』
試
論
」

（
「
れ
ぎ
お
ん
」

2
3
.
2
4
.
2
5
、
平
1
0
.
1
0
、
平
1
1
.
1
、
平

1
1
.
4
)
 

1
0
中
嶋
隆
「
西
鶴
•
読
者
・
想
像
カ
ー
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の

複
綜
を
め
ぐ
っ
て
l

」
(
「
江
古
田
文
学
l

特
集
井
原
西

45 



鶴」

51

平
14.11)

11

前
田
金
五
郎
氏
「
西
鶴
大
矢
数
注
釈
j

第
二
巻
（
勉
誠
社

昭
62)

12

『
定
本
西
鶴
全
集
』

10
（
中
央
公
論
社
昭
29)
頭
注
に

指
摘
さ
れ
る
。

13

引
用
は
、
寛
永
整
版
本
を
底
本
に
し
た
『
新
日
本
古
典
文

学
大
系
59
・
舞
の
本
』
（
岩
波
書
店
平
6
)

14

乾
裕
幸
氏
「
「
あ
し
ら
ひ
』
考
」
（
『
初
期
俳
諧
の
展
開
]

桜

楓

社

昭

57)

15

「
飛
鉢
」
「
と
ぶ
」
俳
諧
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
考
を
参
照

し
た
。

今
栄
蔵
氏
「
『
飛
鉢
』
考
」
（
『
初
期
俳
諧
か
ら
芭
蕉
時
代
へ
』

笠
間
書
院

平

14)

加
藤
定
彦
氏
「
談
林
俳
諧
に
お
け
る
『
と
ぶ
』
の
意
味
」

（
『
俳
諧
の
近
世
史
』
若
草
書
房
平
10)

乾
裕
幸
氏
「
西
鶴
の
正
風
意
識
」
（
『
俳
諧
師
西
鶴
』
前
田
書

店

昭

54)

16

乾
裕
幸
氏
「
西
鶴
の
方
法
ー
《
心
行
》
に
つ
い
て
」

（
『
俳
諧
師
西
鶴
』
前
田
書
店

昭

54)

〔
付
記
〕本

稿
は
、
野
間
光
辰
・
大
谷
篤
蔵
•
浜
田
啓
介
諸
先
生
ら
の

主
催
さ
れ
て
い
た
西
鶴
研
究
会
輪
講
に
参
加
し
た
一
九
八
五
年

当
時
の
私
の
メ
モ
と
、
学
習
院
大
学
大
学
院
、
一
九
九
九
年
度

演
習
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
『
独
吟
一
日
千
句
』
の
注
解

に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

17

『
俳
文
学
大
辞
典
』
（
角
川
書
店

平

7
)
「
心
行
」
の
項

46 




